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さむかわ自民党
横手　旭 委員長

さむかわ自民党
天利　薫 委員

日本共産党
青木　博 委員

公明党
黒沢 善行 委員

立憲さむかわ
茂内 久代 委員

大志会
佐藤 正憲 副委員長

　

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会

３
月
会
議
で
は
、
６
名
の
委

員
で
構
成
す
る
予
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
令
和
３
年

度
一
般
会
計
予
算
お
よ
び
各

特
別
会
計
を
、
慎
重
に
審
査

し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
予
算
は
、

「
寒
川
町
総
合
計
画
２
０
４
０

第
１
次
実
施
計
画
」
の
初
年

度
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
総

合
計
画
に
掲
げ
る
町
の
将
来

像
で
あ
る
「
つ
な
が
る
力
で

新
化
す
る
ま
ち
」
の
実
現
を

目
指
し
、
将
来
に
わ
た
り
自

立
し
た
健
全
財
政
の
維
持
・

確
保
の
観
点
か
ら
、
今
後
の

町
の
進
む
べ
き
方
向
性
の
礎

と
な
る
予
算
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

３
月
18
日
か
ら
５
日
間
に

わ
た
り
、
町
に
対
し
、
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
全
て
の
予
算

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

質
疑
の
内
容
は
、
４
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

5日間にわたる予算審査で

6人の委員が
真に必要な予算かチェック

令和3年度予算
268億3,664万円を可決

予 算 特 別 委 員 会 委 員

新
年
度
予
算
の
使
い
道
を

予
算
特
別
委
員
会
で

徹
底
審
査
し
ま
し
た
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予算特別委員会特集

一 般 会 計 予 算 概 要

各 会 計 予 算 額

一

般
財
源

特
定

財
源

歳　入
148億
6,500万円

県支出金（7.9%）
11億7,200万円

諸収入（4.0%）
5億9,413万円町債（4.4%）

6億5,440万円
その他（2.5%）
3億7,227万円

町税（54.3%）
80億7,520万円

国庫支出金（13.5%）
20億445万円

地方消費税交付金（5.5%）
8億2,000万円繰入金（3.7%）

5億5,000万円

繰越金（1.9%）
2億8,000万円

その他（2.3%)
3億4,256万円

固定資産税（53.8%） ·····
町民税（33,8%） ············
都市計画税（6.3%） ········
町たばこ税（4.9%） ········
軽自動車税（1.2%） ········

43億4,660万円
27億2,585万円
5億1,000万円
3億9,300万円
9,975万円

町税内訳

歳　出
148億
6,500万円

その他（2.6%）
3億9,084万円

議会費（1.4%）
2億1,261万円

衛生費（9.9%）
14億6,896万円

※表示単位未満は四捨五入しているため、合計額や構成比が
　一致しない場合があります。

民生費（40.2%）
59億7,528万円

総務費（13.1％）
19億4,870万円

土木費（10.9％）
16億2,251万円

教育費（9.7%）
14億3,652万円

公債費（7.5%）
11億1,137万円

消防費（4.7%）
6億9,822万円

特　別　会　計　　 119億7,164万円 118億3,892万円 1.1％
国民健康保険事業 47億8,034万円 48億6,113万円 △　1.7%

後期高齢者医療事業 11億405万円 10億8,395万円 1.9%
介護保険事業 34億8,763万円 35億9,824万円 △　3.1%

下水道事業（公営企業会計） 25億9,961万円 22億9,560万円 13.2%

合　　　　計 268億3,664万円 270億1,092万円 △　0.6%

一　般　会　計

区　　分

148億6,500万円 151億7,200万円

令和3年度予算額 令和2年度予算額 前年度伸率

△　2.0%

※表示単位未満は四捨五入しているため、合計額や構成比が一致しない場合があります。

新型コロナウイルス

感染症の影響を考慮し

前年度と比較し２％減
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Q　児童発達支援の予算が増額され
ている。早期発見・早期療育につい
ての町の考えと、町内外の施設間の
連携について問う。
A　乳幼児健康診査において早期発
見に努め、保護者に寄り添った相談支
援や専門機関の紹介などを実施して
います。また、保育園・幼稚園・学校・事
業者等の間で情報を共有することで
適切な支援につなげています。今後も
一貫した支援体制の充実に努めます。

Q　令和３年度から小・中学校でタ
ブレット端末を用いた「GIGAスク
ール構想」がスタートする。不登校
児童・生徒への利活用の考えは。
A　端末のカメラ・ビデオ機能等を通
じた関わりを重ねることで、登校への
ハードルが下がることが期待されま
す。すでに利活用を開始している自
治体もあることから、学校現場の負
担等も考慮しつつ、適切な体制が整
い次第、対応していきたいと考えます。

児
童
発
達
支
援
の

　
　
　
今
後
の
取
り
組
み
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
不
登
校

　
　
児
童・生
徒
へ
の
利
活
用
は

Q　民生委員は、業務量増加・なり
手不足が課題である。他自治体で導
入している民生委員協力員制度の検
討や、一層の周知を図るべきでは。
A　今後の改選期には、民生委員協
力員制度も含め円滑に民生委員が推
薦できるよう、民生委員推薦会で幅
広く検討していきます。また、毎年5月
の活動強化週間に合わせて広報さむ
かわに特集を組むなど、引き続き広報
やホームページで周知に努めます。

Q　保健福祉施設の建設に当たって
は、町民が利用しやすくライフサイク
ルコストや環境に配慮すべきである。
建設に向けた町の考えを問う。
A　新たな施設は、老朽化が著しい
健康管理センターや、子育てサポート
センター機能等を集約する予定です。
現状の実態を踏まえ、新たな交流が
生まれるような施設を、プロポーザル
方式による民間のノウハウも取り入れ
ながら検討していきます。建設予定地の役場南側駐車場

民
生
委
員
児
童
委
員
の
な
り
手

　
不
足
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を

利
用
し
や
す
く
コ
ス
ト
に
配
慮
し
た

　
　
　 
保
健
福
祉
施
設
の
建
設
を

予
算
特
別
委
員
会
で
各
委
員
が
審
査

し
た
概
要
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
予
算
に
対
し

　
　
　
　
　
　
各
委
員
が
質
問
！

神
奈
川
県
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
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Q　産前・産後に孤立し精神的に不
安定になるケースが増えている。すで
に相談支援の体制は整っているが、
今後は直接的な育児支援や家事支援
が必要と考えるが、その課題は。
A　現在は、国のガイドラインに即した
相談等の支援を実施しています。直接
的な支援については人材確保や財政
面に課題があると考えますが、需要の
把握や人材育成等を含め適切な対応
策を研究していきたいと考えています。

Q　コミュニティバスについては、
さらなる便数増や利用しやすいダイ
ヤ改正を望む声がある。町の考えは。
A　現在は、利用実態に応じたダイ
ヤとしています。一部ルートで利用者
が微増傾向にあるものの、新型コロ
ナウイルス感染症に起因する利用控
え等の課題もあり、早急な増便を含
めたダイヤ改正は困難です。今後の
動向を踏まえ、利便性の向上のため
の調査研究に努めます。

産
前・産
後
の
家
庭
に
対
し

　
　
　
　

 

直
接
的
な
支
援
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

　
　
　
　
さ
ら
な
る
拡
充
を

Q　公共施設がいたずら等による破
損で使用できない状態が続くことは、
町民サービスの低下のみならず町の
イメージにも影響を及ぼす。町の取
り組みを問う。
A　これまでも財産を管理する課等にお
いて適切な維持管理に努めてきたものの、
施設の破損等が起きている状況です。公
共施設は皆さまの財産でもあることから、
今後は防犯面も含め、良好な状態を維持
することを今まで以上に徹底していきます。

Q　庁舎の自家発電装置の更新費用
が計上されているが、国の指針に基づ
き72時間は外部からの供給なしに稼
働できるよう、機能を強化すべきでは。
A　現在の設備は庁舎建設当時から
のもので、9〜10時間の稼働が可能で
す。国の指針に準じた場合は高額とな
るため、現在の仕様で長寿命化を図り
ます。なお、非常時については、神奈川
県石油商業協同組合と燃料供給に関
する協定を締結しています。

適
時・適
切
な
公
共
施
設
の

　
　
　
　
　
　

 

維
持
管
理
を

庁
舎
の
自
家
発
電
装
置
の

　

  

機
能
を
強
化
す
べ
き
で
は

令
和
３
年
度
予
算
に
対
し

　
　
　
　
　
　
各
委
員
が
質
問
！

予算特別委員会特集
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　3月会議最終日に、令和3年度予算の採決に先立ち、
各委員が予算の内容について賛成・反対の討論を行
いました。討論の主な内容を掲載します。

令和3年度予算を

討 論
賛　成 さむかわ自民党

日本共産党

大志会

喫緊の課題に対応する予算を評価

町民の立場に立った税金の使い方を

健康と子育てにつながる取り組みの推進を期待

反　対

賛　成

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
町
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
財

源
確
保
の
工
夫
に
よ
り
課
題
解
決
に
向
け

た
積
極
的
な
予
算
と
考
え
ま
す
。

　

ま
ず
評
価
す
べ
き
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
の
推
進
で
す
。
外
国
人
英
語
指
導
者
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
を
は
じ
め
と
し
た

全
国
的
に
も
特
色
あ
る
取
り
組
み
は
、
大

い
に
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
民
間
幼
稚

園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
に
対
す
る
補
助
は

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
大
き
な
前
進

で
あ
り
、
他
に
も
、
田
端
西
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
へ
の
助
成
や
、
川
と
の
ふ
れ

あ
い
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
の
芝
生
再
整
備
は

町
の
活
性
化
、
魅
力
向
上
に
直
結
し
ま
す
。

　

一
方
、
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
点
も
あ
り

ま
す
。

　

自
主
防
災
活
動
に
つ
い
て
は
、
持
続
可

能
な
活
動
と
す
る
た
め
に
も
、
地
域
性
に

合
っ
た
、
住
民
が
参
加
し
や
す
い
活
動
へ

の
さ
ら
な
る
支
援
を
求
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
後
建
設
予
定
の
保
健
福
祉
施
設
に
つ
い

て
は
、
既
存
施
設
の
現
状
や
利
用
者
・
事

業
者
の
声
を
踏
ま
え
つ
つ
、
コ
ス
ト
や
環

境
に
配
慮
し
た
利
便
性
の
高
い
、
町
民
か

ら
望
ま
れ
る
施
設
の
建
設
を
強
く
希
望
し

ま
す
。
ま
た
、
既
存
の
公
共
施
設
の
設
備

が
い
た
ず
ら
等
に
よ
り
良
好
な
状
況
が
保

た
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

適
時
、
適
切
な
維
持
管
理
を
求
め
ま
す
。

　
全
体
と
し
て
喫
緊
の
課
題
へ
対
応
す
る
も

の
と
評
価
し
ま
す
。新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
取
り
組
み
と
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
期
待
し
、一
般
会
計
予
算
に
賛
成
し
ま
す
。

　

な
お
、
他
の
４
特
別
会
計
に
つ
い
て
は

討
論
を
省
略
し
賛
成
し
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が
厳
し
い
状
況
の
中
、

町
民
の
生
活
を
少
し
で
も
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
最
重
要
と
考
え
、町
民
の
立
場
に
立

っ
た
税
金
の
使
い
方
、生
活
支
援
を
と
の
思

い
で
審
査
に
臨
み
ま
し
た
。

　

歳
入
は
前
年
度
と
比
べ
減
と
な
っ
て
お

り
、町
民
の
暮
ら
し
が
厳
し
い
状
況
に
な

る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、特
に
扶
助
費
の
実
績
に
よ

る
減
が
目
立
ち
ま
し
た
。不
足
し
た
場
合

に
補
正
予
算
を
計
上
す
る
の
で
は
な
く
、

当
初
予
算
に
計
上
す
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
は
経
済
効
果

が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、助
成
の
拡
充

を
す
べ
き
で
す
。そ
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
つ
い
て
は
、高
齢
化
が
進
む
中
で
要
望

の
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、利
便
性
の
向
上

を
図
る
べ
く
調
査・研
究
を
す
べ
き
で
す
。

　

少
人
数
学
級
に
つ
い
て
は
、国
も
よ
う

や
く
段
階
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
町
独
自
で
実
施
し
て
き

た
点
に
つ
い
て
は
評
価
し
ま
す
が
、コ
ロ
ナ

禍
で
社
会
的
距
離
を
保
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
昨
今
、先
進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

町
と
し
て
、さ
ら
に
拡
充
す
る
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、納
得
の
い
く
説
明
を
求
め

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、一
般
会
計
予
算

に
反
対
し
ま
す
。

　

な
お
、他
の
４
特
別
会
計
に
つ
い
て
も
、

住
民
負
担
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、さ
ら
な

る
負
担
軽
減
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、そ
れ
に
伴
い
公
費
負
担
も
増
や
す
べ

き
で
あ
る
等
の
理
由
か
ら
、反
対
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
重

要
と
考
え
る「
健
康
と
子
育
て
」に
着
目
し
、

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
開
始
し
た
保
健
事
業

と
介
護
予
防
事
業
の
一
体
的
実
施
は
、行

政
組
織
を
見
直
す
こ
と
で
、よ
り
密
接
な
連

携
の
も
と
事
業
が
進
み
、健
康
寿
命
の
延
伸

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　
児
童
発
達
支
援
に
つ
い
て
は
前
年
度
比
で

約
１・5
倍
の
予
算
が
組
ま
れ
て
お
り
、町

が
力
を
入
れ
最
大
限
の
対
応
を
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。一
人
一
人
に
寄
り

添
う
こ
と
で
、さ
ら
な
る
子
育
て
環
境
の
整

備
を
期
待
し
ま
す
。

　

建
設
予
定
の
保
健
福
祉
施
設
に
つ
い
て

は
、土
地
の
有
効
活
用
と
い
う
点
で
評
価
で

き
る
と
同
時
に
、大
き
な
責
任
も
伴
い
ま
す
。

関
係
機
関
等
と
の
連
携
や
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

に
よ
る
民
間
の
提
案
を
取
り
入
れ
、長
き
に

わ
た
り
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
施
設
の

建
設
を
希
望
し
ま
す
。

　

補
充
学
習
の
充
実
に
つ
い
て
は
、寒
川
に

こ
に
こ
学
習
会
の
廃
止
が
あ
る
も
の
の
、補

習
や
他
事
業
に
よ
る
補
完
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
、英
語
教
育
の
充
実
、少
人
数
学

習
等
で
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、予
算

の
中
で
も
特
に
評
価
す
べ
き
点
で
あ
り
、子

ど
も
た
ち
の
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

　

年
々
行
政
課
題
が
増
え
、予
算
も
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、そ
の
予
算
を
生
き
た

も
の
と
す
る
た
め
に
情
熱
を
持
っ
て
事
業
を

執
行
す
る
こ
と
を
願
い
、一
般
会
計
予
算
に

賛
成
し
ま
す
。

　

な
お
、他
の
４
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
討

論
を
省
略
し
賛
成
し
ま
す
。
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予 算 特 別 委 員 会 審 査 意 見 書

▼予算特別委員会　委員別賛否結果表 ○：賛成　●：反対

　当町の令和３年度一般会計予算及び４特別会計予算の総額は、２６８億３，６６４万２千円で、対前年度
比１億７，４２７万４千円、０．６％の減であります。また、一般会計予算の総額は、１４８億６，５００万円で、
対前年度比３億７００万円、２．０％の減となっています。
　まず、歳入では、一般会計の５４．３％を占める町税において、新型コロナウイルス感染症による影響や
固定資産税の評価替えに伴い、町税全体では８０億７，５２０万円となり、対前年度比５億２，４８０万円、
６．１％の減となっています。
　さらに、国庫支出金全体では、前年度より１億４３９万円、５．０％の減であり、県支出金全体でも、前
年度より１，２５５万円、１．１％の減となり、新型コロナウイルス感染症の影響により町税等の減収がある
中、持続可能で活力ある地域社会の実現に向けて、税収確保や新たな財源の創出といった歳入確保策を
積極的に図り、財政の健全化に向けた取り組みを推進するよう要望いたします。
　次に歳出予算では、総務費で、防災行政用無線のデジタル移動通信システム更新工事、庶務事務システ
ム導入業務委託料、ＬＩＮＥアカウント運用委託料。 
　民生費では、寒川さくら幼稚園の施設建替工事に対する認定こども園施設整備費補助金、新たに旭小
学校区児童クラブが開所することによる児童クラブ運営委託料。
　衛生費では、令和７年度より稼働する広域粗大ごみ処理施設建設負担金。
　農林水産業費では、森林台帳・農地台帳ＧＩＳシステム導入に伴うＧＩＳ業務支援システムデータ移行委
託料。
　土木費では、事業の進捗に伴う田端西地区組合土地区画整理事業助成金、川とのふれあい公園サッ
カーグラウンド整備工事。消防費では、消防広域化による無線システム改修作業負担金、第６分団の小型
動力ポンプ積載型消防自動車購入費。
　教育費では、小・中学校のＧＩＧＡスクール構想に伴うグローバル教育推進事業費のＩＣＴ支援員委託
料など新型コロナウイルス感染症の影響による大幅な減収が見込まれる厳しい財政状況においても、多
様化・複雑化する町民ニーズを的確に捉え、重点的かつ効果的な予算を編成した姿勢は大いに評価でき
るものであります。
　なお、予算執行にあたっては、審査の過程で指摘された委員の意見など十分配慮するとともに、生産年
齢人口の減少や超高齢社会の進展による社会保障経費の増加など、将来的な課題を踏まえた持続可能
な財政運営を図るため、今後の社会情勢や経済状況に注視し、新しい生活様式への対応など、町民から
信頼される高度で良質な行政サービスを提供すると共に、町の認知度向上や移住・定住の取り組みにより、
さらなる魅力あふれるまちづくりに全職員が一丸となって取り組むよう要望し、審査意見とします。

会　計　区　分
委　員　名

一般会計
特　別　会　計

国　保 後期高齢 介護保険 下水道
委 員 長　　横　手　　旭　　（さむかわ自民党） ― ― ― ― ―
副委員長　　佐　藤　正　憲　（大志会） ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　　茂　内　久　代　（立憲さむかわ） ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　　青　木　　博　　（日本共産党） ● ● ● ● ●
委　　員　　天　利　　薫　　（さむかわ自民党） ○ ○ ○ ○ ○
委　　員　　黒　沢　善　行　（公明党）　 ○ ○ ○ ○ ○

※横手委員長は、表決に加わりません。

予算特別委員会特集
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〈
議
案
第
１
号
〉

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
た
事
業
費
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る
事
業
費
の
追
加

Pickup 1

●　
２
月
・
３
月
・
３
月
第
２
回
会
議　
●

寒
川
町
の
こ
ん
な
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

２
月
・
３
月
・
３
月
第
２
回
会
議
の
議
案
は

町
長
提
出
議
案
・
・
・
・
22
件

陳
情
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

委
員
会
提
出
議
案
・
・
・
１
件

2
月
会
議　
　
　
　

会
議
期
間　

2
月
19
日

３
月
会
議　
　
　
　

会
議
期
間　

３
月
2
日
〜
３
月
30
日

３
月
第
２
回
会
議　

会
議
期
間　

３
月
31
日

※
議
案
の
会
議
録
に
つ
い
て
は
５
月
下
旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

今号では
この中から
５つを

Pick up

Q　

集
団
接
種
の
方
法
は
、ど
の
よ
う
に
想

定
し
て
い
る
の
か
。

A　

集
団
接
種
会
場
は
、１
カ
所
を
想
定
し

て
お
り
、会
場
に
つ
い
て
は
、現
在
調
整
中
で

す
。ま
た
、茅
ケ
崎
医
師
会
と
も
調
整
を
図
り

な
が
ら
集
団
接
種
に
か
か
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
し
て
い
ま
す
。

Q　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
努
力
義
務
と
さ
れ
て

い
る
が
、町
と
し
て
、積
極
的
に
接
種
を
推
進

し
て
い
く
の
か
。

A　

町
民
の
健
康
を
第
一
と
考
え
、積
極
的

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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Pickup 3

減　
　

額　
　

表

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

〈
議
案
第
２
号
〉

〈
議
案
第
10
号
〉

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
う
町
の
財
政
状
況
お
よ

び
地
域
経
済
へ
の
影
響
を
勘
案
し
、
特
別
職
で
あ
る
町
長
、
副
町
長

お
よ
び
教
育
長
の
給
与
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。
減
額
措
置
の
内
容

は
給
料
月
額
の
減
額
で
、
町
長
は
10
％
、
副
町
長
は
７
％
、
教
育
長

は
５
％
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
し
ま
す
。
ま
た
、
減
額
措
置
の
期
間
は
令

和
３
年
４
月
か
ら
令
和
４
年
３
月
ま
で
の
12
カ
月
で
す
。

Q　
ど
の
よ
う
な
消
耗
品
等
を
購
入
す
る
の

か
。

A　
物
品
と
し
て
、洗
濯
機
や
加
湿
器
。感
染

予
防
と
し
て
、密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ス
ペ
ー

ス
の
広
い
集
会
室
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
使
用

す
る
た
め
の
ア
ン
プ
や
マ
イ
ク
。消
耗
品
類
と

し
て
消
毒
液
や
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
。消
毒
用
品
と

し
て
、ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
や
脱
脂
綿
等
を
購
入

す
る
予
定
で
す
。

　
学
校
の
教
育
活
動
継
続
に
際
し
て
、密
閉・密
集・密
接
を
回
避
し
、児
童
生
徒・

教
職
員
等
の
感
染
症
対
策
に
必
要
と
な
る
消
耗
品
等
の
購
入
を
行
う
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

予
防
対
策
に
伴
う
消
耗
品
等
を
購
入
し
ま
す

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給
与
を
引
き
下
げ
ま
す

Pickup 2

引き下げる額
（月額）

引き下げる額
（年間） 減額率

町　長 92,683円 1,112,196円 -10%

副町長 52,669円 632,028円 -7%

教育長 34,547円 414,564円 -5%

合　計 179,899円 2,158,788円 -

※引き下げる額は、給料月額と地域手当を含みます。

2 月会議・3 月会議・3 月第 2 回会議　議案審査
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令
和
２
年
４
月
28
日
以
後
に
生
ま
れ
た

　
　
　

子
ど
も
の
保
護
者
に
対
し

　
　
　
　
　
　

お
祝
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
送
り
ま
す

監
査
委
員
に
太
田
真
奈
美
氏
を
選
任
し
ま
し
た

　

３
月
４
日
に
、
監
査
委
員
に
太
田
真
奈
美
氏
を
選
任
し
た
い
と
し
て
、

町
長
か
ら
提
案
さ
れ
賛
成
多
数
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

収
束
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
平
時
で
も
大
変
な
妊
娠
期

間
を
経
て
無
事
出
産
に
至
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
対
策
徹
底
の
願
い
を
込
め
て
、
町
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
「
や

さ
し
さ
・
あ
た
た
か
さ
」
を
表
し
た
『「
高
座
」
の
こ
こ
ろ
。』
を
具
現

化
し
た
お
祝
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
送
る
も
の
で
す
。

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
内
容
は
、
町
長
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
感
染
防
止
用

マ
ス
ク
、
抗
菌
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
、
１
人
当
た
り
１
万
１
８
８
０
円
と
な

る
育
児
用
品
カ
タ
ロ
グ
で
す
。

●
平
成
21
年
２
月
25
日
か
ら

　

寒
川
町
議
会
議
員

●
平
成
25
年
２
月
28
日

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
委
員
長

●
平
成
29
年
３
月
２
日

　

寒
川
町
議
会
議
長

●
平
成
31
年
２
月
21
日

　
田
端
西
地
区
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

対
策
特
別
委
員
会
委
員
長

Pickup 5

主　

な　

経　

歴

Pickup 4

こ
ん
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た

Q　
育
児
用
品
カ
タ
ロ
グ
の
内
容
は
。

A　

０
歳
か
ら
３
歳
程
度
を
対
象
と
し
た
、

物
品
や
利
用
券
、家
事
代
行
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

物
品
で
は
、乳
幼
児
の
肌
着
や
パ
ジ
ャ
マ
な

ど
の
衣
類
、お
も
ち
ゃ
や
絵
本
、幼
児
用
の
食

器
セ
ッ
ト
や
テ
ー
ブ
ル
チ
ェ
ア
の
育
児
用
品
な

ど
で
す
。

　

ま
た
、家
事
代
行
の
ほ
か
に
、主
に
母
親
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
や
室
内
遊
び
場
の
利
用
券
な
ど
も
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
議
案
第
21
号
〉

〈
議
案
第
19
号
〉
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令和3年第2回定例会　3月・3月第2回会議　審議結果

議案
番号 審議結果

会派名 さむかわ自民党 大志会 日本
共産党 公明党 立憲

さむかわ
議
決
結
果

天
利
　
薫

横
手 

 

旭

杉
﨑 

隆
之

岸
本 

 

優

吉
田 

悟
朗

佐
藤 
正
憲

山
上
　
秀
樹

佐
藤 

一
夫

青
木 

 

博

山
田 

政
博

太
田
真
奈
美

黒
沢 

善
行

関
口 

光
男

小
泉
　
秀
輔

茂
内
　
久
代

橋
本
　
修
一

栁
田 

 

遊

柳
下 

雅
子

3月

2 寒川町特別職の職員の給与に関する条例の
一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 寒川町国民健康保険条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 寒川町介護保険条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5
指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運
営に関する基準等の一部を改正する省令の施
行に伴う関係条例の整理等について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 寒川町緑の保全及び緑化の推進に関する条例
の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 寒川町企業等の立地促進に関する条例の一部改
正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 寒川町町道の構造の技術的基準及び道路標識
の寸法を定める条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 寒川町火災予防条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 令和２度寒川町一般会計補正予算（第10号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 令和２年度寒川町国民健康保険事業特別会計補
正予算（第４号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 令和２年度寒川町後期高齢者医療事業特別
会計補正予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 令和２年度寒川町下水道事業特別会計補正
予算（第３号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 令和３年度寒川町一般会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 令和３年度寒川町国民健康保険事業特別会計予
算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 令和３年度寒川町後期高齢者医療事業特別
会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 令和３年度寒川町介護保険事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 令和３年度寒川町下水道事業特別会計予算 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 監査委員の選任 同　意 賛成：13票　　　反対：3票

20 寒川町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 令和２度寒川町一般会計補正予算（第11号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳　情
第1号

加齢性難聴者の補聴器購入に公的助成を求める
陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● - ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ● ●

委員会提出
第1号 寒川町議会委員会条例の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月
第2回 22 寒川町町税条例等の一部改正 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　●：反対　 　　　　（佐藤一夫議長は、表決には加わりません。橋本議員、栁田議員、柳下議員は会派に属さない議員です。）

令和3年第1回定例会　2月会議　審議結果

議案
番号 審議結果

会派名 大志会 さむかわ自民党 日本共産党 公明党
議
決
結
果

中
川
登
志
男

小
泉 

秀
輔

佐
藤 

正
憲

佐
藤 

一
夫

天
利
　
薫

横
手 

 

晃

杉
﨑 

隆
之

岸
本 

 

優

吉
田 

悟
朗

青
木 

 

博

山
田 

政
博

細
川 

京
三

黒
沢 

善
行

太
田
真
奈
美

関
口 

光
男

柳
下 

雅
子

山
蔦 

紀
一

栁
田 

 

遊

1 令和２年度寒川町一般会計補正予算（第９号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○

○：賛成　●：反対　　　　　　（関口議長は、表決には加わりません。柳下議員、山蔦議員、栁田議員は会派に属さない議員です。）

本会議・委員会の記録を次の二次元コードからご覧いただけます。

本会議の記録 各委員会の記録 可決された
意見書・決議

本会議・委員会の記録

2 月会議・3 月会議・3 月第 2 回会議　議案審査
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Q　
障
が
い
者
に
関
わ
る
法
定
計
画
と
し

て
障
が
い
者
福
祉
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
基
本
理

念
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A　
障
が
い
の
あ
る
人
も
、
な
い
人
も
地

域
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目

指
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
社
会
の
一
員

と
し
て
人
権
を
尊
重
さ
れ
、
自
ら
の
選
択

と
決
定
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
適
切

な
支
援
を
受
け
な
が
ら
社
会
活
動
に
参
画

し
誰
も
が
住
み
や
す
い
環
境
や
地
域
社
会

を
構
築
す
る
た
め
、
町
や
関
係
機
関
、
地

域
住
民
が
一
体
と
な
り
、
主
体
的
に
取
り

Q　

高
齢
者
施
設
や
障
害
者
施
設
等
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
促
す
助
成
制
度
の
考
え
は
。

A　

国
や
県
の
動
向
を
し
っ
か
り
と
注
視

し
て
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Q　

町
内
で
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
町
独

自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
場
所
の
設
置
の
考
え
は
。

A　

町
内
に
も
検
査
を
実
施
で
き
る
医
療

機
関
が
あ
る
の
で
、現
時
点
で
は
検
査
会

場
設
置
に
つ
い
て
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q　

給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
で
自
校
方
式
の

多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
で
き
る
の
か
。

A　

自
校
方
式
の
良
さ
も
取
り
入
れ
た
セ

ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
検
討
を
続
け
、自
校

方
式
で
実
施
し
て
い
る
人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
、

セ
ン
タ
ー
方
式
で
も
提
供
を
続
け
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
整
備
後
は
、最
新
の
調
理
機

器
を
利
用
し
た
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
も
検
討

し
て
お
り
、今
後
も
子
ど
も
た
ち
に
お
い
し

く
食
べ
て
も
ら
え
る
工
夫
を
続
け
ま
す
。

Q　

寒
川
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
基

組
む
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

Q　
障
が
い
者
の
重
度
化
、高
齢
化
、さ
ら

に
は
支
援
者
等
の
高
齢
化
か
ら
障
が
い
者

を
取
り
巻
く
環
境
に
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
る
が
、町
の
相
談
支
援
事
業

の
取
り
組
み
の
現
状
と
今
後
の
課
題
は
。

A　
町
は
委
託
に
よ
る
相
談
支
援
事
業
所

を
設
置
し
て
い
る
他
、
福
祉
課
窓
口
に
精

神
保
健
福
祉
士
を
２
名
配
置
し
、
適
切
な

情
報
提
供
を
は
じ
め
、
必
要
な
支
援
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地

域
生
活
の
現
状
に
応
じ
た
継
続
的
な
支
援

事
業
を
行
え
る
よ
う
、
相
談
支
援
体
制
を

確
立
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
捉
え
ま
す
。

Q　
障
が
い
者
が
日
常
生
活
を
営
む
上
で

必
要
な
経
済
的
な
基
盤
で
あ
る
就
労
に
対

す
る
支
援
と
取
り
組
み
は
。

A　
湘
南
地
域
就
労
援
助
セ
ン
タ
ー
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
連
携
し
、
就
労
に
関
す

る
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
身
近
な
場
所
で
相
談
が
で
き
る

よ
う
、
町
役
場
で
も
予
約
制
で
就
労
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
構
想・計
画
で
の
建
設
費
が
18
億
円
か

ら
26
億
円
に
な
っ
た
経
緯
は
。

A　
計
画
に
記
載
の
あ
る
18
億
円
と
い
う

建
設
費
用
は
、あ
く
ま
で
も
自
校
方
式
、

親
子
方
式
、セ
ン
タ
ー
方
式
等
を
比
較
す

る
た
め
の
も
の
で
、標
準
的
な
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
費
用
を
も
と
に
比
較
し
た
も

の
で
す
。26
億
円
の
費
用
に
つ
い
て
は
、町

民
の
皆
さ
ま
か
ら
頂
い
た
意
見
を
取
り
入

れ
、か
つ
基
本
構
想
・
計
画
で
決
定
し
た

「
給
食
提
供
の
こ
こ
ろ
」を
反
映
し
た
、よ

り
良
い
町
独
自
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を
整
備

す
る
た
め
に
必
要
な
建
設
費
用
と
し
て
、

基
本
構
想・計
画
に
示
し
た
と
お
り
で
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

　
　
　
　

丁
寧
な
説
明
を
せ
よ

コ
ロ
ナ
感
染
か
ら
町
民
を
守
る

　
　
　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を
せ
よ

町
の
障
が
い
者
施
策
と

　
　

そ
の
取
り
組
み
の
現
状
と
課
題

山田 政博 議員

山上 秀樹 議員
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Q　

産
後
ケ
ア
の
相
談
件
数
が
増
加
し
て

い
る
が
、現
在
の
体
制
で
適
切
な
対
応
が

で
き
る
の
か
。

A　

産
前
産
後
の
相
談
の
需
要
は
年
々
高

ま
っ
て
い
ま
す
。令
和
２
年
度
で
は
、助
産

師
２
人
を
非
常
勤
職
員
で
は
な
く
５
年
の

任
期
付
き
職
員
と
し
て
採
用
し
、子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
体
制

強
化
を
図
り
ま
し
た
。

Q　

産
前
産
後
の
母
親
に
寄
り
添
う
た
め

「
産※

後
ド
ゥ
ー
ラ
」の
資
格
取
得
に
対
し
、

助
成
金
を
出
す
考
え
は
。

A　

産
後
ケ
ア
事
業
が
よ
り
利
用
し
や
す

い
制
度
と
な
る
よ
う
、内
容
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
の
で
、産
後

Q　

来
年
放
送
の
大
河
ド
ラ
マ
と
の
タ
イ

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、主
目
的
は
町
民
の
エ※

ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
こ
と
と
考
え
る

が
、町
の
見
解
は
。

A　

今
回
の
大
河
ド
ラ
マ
の
放
送
に
つ
い

て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
逼ひ

っ
迫ぱ
く
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向

け
た
起
爆
剤
と
な
る
可
能
性
が
非
常
に
高

く
、大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
の
で
、積
極

的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、ブ
ラ
ン
ド
ス
ロ

ー
ガ
ン『「
高
座
」の
こ
こ
ろ
。』は
時
代
に
マ

ッ
チ
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
へ
と
昇
華
し
た
と

ド
ゥ
ー
ラ
資
格
取
得
助
成
制
度
を
導
入
す

る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Q　
湘
南
地
域
で
最
も
子
育
て
が
し
や
す

い
町
に
向
け
、産
後
ケ
ア
拡
充
に
対
す
る

町
の
決
意
は
。

A　

町
の
産
後
ケ
ア
事
業
は
、県
内
で
も

比
較
的
早
い
段
階
で
取
り
組
ん
で
お
り
、

利
用
さ
れ
た
多
く
の
方
々
か
ら
大
変
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。今
後
も
、見

直
し
を
図
り
な
が
ら
町
で
子
育
て
が
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
自
治
体

に
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

Q　

雨
天
時
で
も
遊
べ
る
子
ど
も
の
遊
び

場
を
確
保
す
る
考
え
は
。

A　

雨
天
時
で
も
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
施

設
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
理
解
し
て
い
ま

す
が
、現
状
で
は
新
た
に
施
設
を
建
設
す

る
の
は
困
難
な
状
況
で
す
。今
後
の
財
政

状
況
等
を
見
極
め
つ
つ
、必
要
に
応
じ
て

検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。　

思
う
が
、こ
れ
を
機
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

A　

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
取
り
組
み
も
３

年
が
経
過
し
、徐
々
に
浸
透
し
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。長
期
的
な
視
野

に
立
っ
た
展
開
と
一
定
程
度
の
時
間
を
か

け
、ぶ
れ
な
い
継
続
的
な
取
り
組
み
が
重

要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、現
時
点

で
は
変
更
せ
ず
に
継
続
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q　
Ｐ
Ｒ
効
果
を
高
め
る
ロ
ケ
地
誘
致
策

と
し
て
、ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
の
誘
致
を

促
進
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

A　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
の
作
成
に
よ

り
、多
く
の
視
聴
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

本
町
の
認
知
度
向
上
に
寄
与
す
る
と
想
定

で
き
ま
す
。一
方
で
、動
画
の
作
成
費
等
の

費
用
面
と
視
聴
者
数
と
い
う
一
定
の
成
果

が
ど
の
よ
う
な
費
用
対
効
果
が
あ
る
か
を

計
算
し
、説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き
と
考

え
て
い
ま
す
。現
段
階
で
は
ご
提
案
と
し

て
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

横手　旭 議員

遊
び
か
ら
学
ぶ
人
格
形
成
を

産
後
う
つ
を
な
く
す
た
め
に

　
　
　
　
　

産
後
ケ
ア
の
充
実
を

町
民
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を

　
　
　
　
　
　
　

  

高
め
る
施
策
を

茂内 久代 議員

※
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
＝
出
産
後
の
女
性
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
育
児
・
生
活
を

　
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
の
こ
と
。

※
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
＝「
強
固
な
つ
な
が
り
」「
愛
着
」「
思
い
入
れ
」な
ど
の
こ
と
。

一般質問 議員 4人が町政を問う
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議会を傍聴される皆さまへ

議会だよりに広告を募集します

　新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、傍聴にお
越しくださる皆さまの健康を守る観点から、当面の
間、議会の傍聴をご遠慮いただきますようお願いい
たします。
　会議の模様は、インターネット中継でご視聴いた
だきますようお願いいたします。
　ご不明な点については、議会事務局へお問い合
わせください。
●議会事務局 総務担当　　TEL 0467-74-1111

　　  （内）341・342 

　寒川町議会だよりでは有料広告を掲載しています。寒川町議会定例会における議会活動の内容等を
掲載している公的な情報誌です。年4回（2月、5月、8月、11月）発行しており、各号、町内全ての
世帯・事業所に配布しています。（各号21,100部）

広告募集の概要

掲 載 場 所 裏表紙

広告の規格 縦115mm×横85mm

掲 載 料

１号あたりの掲載料　40,000円

年間（４号）一括申込による
掲載料144,000円

（1号当たり36,000円）

申 込 期 間
掲載を希望する号が発行される月の
3カ月前の1日〜3カ月前の20日まで

日 月 火 水 木 金 土
5/30 5/31 6/1 2 ３ 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

本会議
（議案上程等）

本会議
（委員長報告等）

総務常任
委員会

文教福祉
常任委員会

  本会議 （一般質問）

本会議
（議案質疑等）

建設経済
常任委員会

東海道新幹線
新駅対策

特別委員会
田端西地区

まちづくり対策
特別委員会

※広告の原稿は、広告主の負担で作成してください。
※広告の内容に関する責任は、広告主になります。

● 広告見本 ●

6月会議日程

午前9時開会（会議の日程等は変更になる場合がありま
す）
※6月11日（金）田端西地区まちづくり対策特別委員会は
午後1時15分開会
※6月21日（月）本会議は午前10時開会

インターネット中継


